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組
織
部
会
で
は
、
就
任
一
年
目
の
町
内
会
長
を
対
象

に
町
内
会
運
営
に
係
る
課
題
や
疑
問
等
の
解
決
を
図
る

た
め
、
六
月
二
十
九
日
（
金
）
と
十
月
二
日
（
火
）
の

二
回
に
わ
た
り
、
新
任
町
内
会
長
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

本
会
に
お
い
て
は
、
今
年
度
、
加
入
し
て
い
る
三
百

十
五
の
町
内
会
の
う
ち
九
十
二
の
町
内
会
長
が
新
任
と

な
り
、
延
べ
四
十
三
人
の
町
内
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
関
本
組
織
部
会
長
か
ら
「
町
内
会
活
動

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
等
を
活
用
し
た
全
体
研
修
の
後
、
各

【
組
織
部
会
】

新
任
町
内
会
長
研
修
会
を
開
催

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

ご
み
出
し
ル
ー
ル
徹
底

策
や
町
内
会
長
の
負
担

軽
減
対
策
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
各
町
内
会

で
の
課
題
や
対
応
事
例

を
基
に
、
活
発
な
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
部
会
で
は
、
ご
み
処
理
の
流
れ
を
理
解
し
、

環
境
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

十
月
二
日
（
火
）
の
新
任
町
内
会
長
研
修
会
に
合

わ
せ
て
富
久
山
３
Ｒ
セ
ン
タ
ー(

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー)

の
施
設
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

施
設
職
員
か
ら
施
設
の
概
要
や
ご
み
処
理
状
況
、

ご
み
を
焼
却
し
た
際
に
発
生
し
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
発
電
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
、
実
際
に
施
設
内
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
自
ら
の
町
内
会
で
も
見
学
ツ

ア
ー
を
実
施
し
、
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識

【
環
境
部
会
】

ご
み
処
理
施
設
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催

参加者からの感想（抜粋）
・ごみ出しルールやマナーの徹底につい
て、各町内会で苦労している実態が報
告され、対応策について真剣に討議で
きた。

・各町内会で抱えている諸問題を共有で
き、役に立った。

・他の町内会長と知り合うことができ、
今後の町内会運営についても相談でき
る関係ができた。

第２回新任町内会長研修会の様子

第１回新任町内会長研修会の様子

ごみ処理施設見学ツアーの様子

す
る
き
っ
か
け
に
し

た
い
と
い
っ
た
意
見

や
、
ご
み
の
分
別
の

不
徹
底
に
よ
り
、
多

く
の
費
用
が
か
か
っ

て
い
る
こ
と
に
驚
い

た
と
い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。



町
内
会
等
活
動
紹
介
～
菜
根
第
一
町
内
会
～
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社
会
部
会
で
は
、
十
月
十
六
日
（
火
）
に
、
ミ
ュ
ー

カ
ル
が
く
と
館
に
お
い
て
、
防
犯
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

研
修
で
は
、
郡
山
警
察
署
生
活
安
全
課
長
の
後
藤
氏

を
講
師
と
し
て
招
き
、
郡
山
警
察
署
管
内
の
犯
罪
情
勢

や
な
り
す
ま
し
詐
欺
の
現
状
、
児
童
の
安
全
対
策
等
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
吉
田
社
会
部
会
副
部
会
長
か
ら
、
郡
山
市
駅

前
防
犯
協
会
で
行
っ
て
い
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
郡
山

駅
前
地
区
少
年
環
境
浄
化
パ
ト
ロ
ー
ル
等
に
つ
い
て
ご

し 【
社
会
部
会
】

防
犯
研
修
会
を
開
催

各

部

会

活

動

報

告

＜基本情報＞
◆町会長 加藤 茂樹氏
◆町会区域 国道49号線と内環状線が交差する菜根屋敷交差点を中心として

東西に約1.2ｋｍ、南北に約0.6ｋｍの区域
◆加入世帯数 530世帯（平成30年４月１日現在）
◆その他 町内会を15方部、51班に分け、97名の役員とともに町内会を運営。

＜主な年間事業＞
１月 新年会
４月 定期総会

役員全体会議(役員97名の会議）
７月 ふれあい交流会

(日帰りバス旅行)
10月 秋季例大祭

子どもみこし行列、縁日風催し物
10月 敬老の集い(町会独自の敬老会）

＜町会の特色＞
・町会東側に大型の特殊公園五百淵公
園が隣接し、住民の憩いの場として
親しまれている。公園には当町会と
関係の深い『菜根』地名の由来碑や
当町会の氏神様『山津見神社』が建
立している。

・毎年秋の開成山大神宮秋季例大祭に
は、みこし渡御が行われ、同時に当
町会の秋季例大祭、子どもみこし行
列、縁日風催し物を実施。

事業実施に向け、偶数月の第１日曜に
企画会(町会役員会）を開催しています

＜創立60周年を迎えました！＞
昭和33年12月10日当時の農家組合が主体となり町会を発足、昭和34年１月か

ら菜根第一町会がスタートし、平成29年に創立60周年を迎えました。
創立60周年を記念し少子高齢化の波に流されず、次世代への継承がしっかり

できるよう『町会活動マニュアル（方部長・班長マニュアル）』を作成し全戸
配布したほか、町会のシンボルである町会旗を50年ぶりに復元しました。

町会旗は、町会の行事
の際に掲示しています！

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

研
修
を
通
し
て
、
日
頃

か
ら
見
守
り
活
動
な
ど
を

行
う
こ
と
が
、
人
の
目
の

多
く
行
き
届
い
た
、
犯
罪

が
発
生
し
に
く
い
地
域
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

防犯研修会の様子

菜根地名の由来碑山津見神社


